
 

 

 

 

 

 

 

 2 学期から松が丘小学校はインスタグラ

ムの配信を始めました。毎日配信されるイ

ンスタを保護者の方、地域の方も楽しみに

されているようです。12 月 20 日におこな

われた、6年生の “松が丘すてきプロジェ

クト”でも、幼稚園の迎えの帰りにプロジ

ェクトに立ち寄られた、幼稚園の保護者の

方からも、「校長先生、インスタ楽しみにしている」と声をかけられ

たそうです。そんな幼稚園の保護者の皆さんの写真も早速アップさ

れていました。 

 学習の様子をたくさんインスタにのせている松が丘小学校ですが

「ありがとうという存在から、ありがとうといわれる存在に」を軸に、

1年間の学びを見える化した“学年ごとのカリキュラム・マネジメン

トマップ”と、それがどのように 6年間つながっていくかといった 6

年間の学びを見える化した、“カリキュラム・マネジメントマップ 学年系統図”をつくられていま

す。 

 地域とつながりながら、地域の中での学びを考えていく中で、「地域との連携が当該学年だけに

とどまってしまう」、「年度がかわると、地域との連携が途切れてしまう」、「やっとつながりがもて

たのに、なかなか持続しない」といった悩みが生まれてきました。そんな断片的な地域とのつなが

りから脱却して、コミュニティ・スクールの特性を生かした持続可能な学びの連続性をめざして生

まれてきたのが、学校教育目標「共に育つ学校」につながる「ありがとうという存在から、ありが

とうといわれる存在に」というフレーズです。そしてそのフレーズを実現するために「ありがとう」

が、日々の教育活動の中で、どのようにつながっていくか、どのように迫っていくかといったこと

を見える化したグランドデザインをまず教職員の手でつくりあげました。そして具体的な学びのマ

ップとしてカリキュラム・マネジメントマップをつくり、学年の中で、そして 6年間の中での学び

の位置が見える化し、修正を加えながら進化＆深化させています。 

〇1年生：「地域とつながる」     地域に愛されるステージ 

〇2年生：「地域を知る」       地域への気付きを生むステージ 

〇3年生：「学校に関わる」      環境という視点で、学校づくりに参画するステージ 

〇4年生：「地域につながる」     福祉という視点で地域につながるステージ 

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 
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〇5年生：「学校・地域の課題を知る」 地域や学校づくりに参画するステージ 

〇6年生：「地域に貢献する」     地域と交流し、地域づくりに挑戦するステージ 

 こうしたステージをマップにすることにより見える化されています。学年が変わり、学習内容が

変わっても、共通した学びの意図を持てるようになってきているのではと感じます。インスタグラ

ムで配信される日々の子どもたちの学びの様子をみると、そんなカリキュラム・マネジメントマッ

プにそった学びの意図が見えてくるように思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 また、インスタグラムで配信することで、まだまだ十分説明しきれていない、学校教育目標につ

ながる学びのねらいの理解を図ることにもつながっていくのではと思います。12 月 20 日に開かれ

た“松が丘すてきプロジェクト”をみていると、この何年間、積み重ねられてきた地域とつながっ

た学びの中で培われた子どもたちの力を感じます。一度立ち止まって、授業主体の研究から、カリ

キュラム・マネジメントに軸足を置いた研究も考えてみるタイミングなのではと考えます。学校評

価をすすめる中で、学校運営協議会でも、そうしたことを検討されてみるのはいかがですか？ 

 

いろいろな年代に対応できる工夫

にはびっくり。世代を超えた音楽会

のアイデアにもびっくり。こうした

力が社会を変えるのかも。 

 松が丘のインスタグラムを見ながらカリキュラム・マネジメントを考えている

と、最近、思わずポチってしまった本が頭の中に浮かんできました。 

 前号で紹介させていただいた、くすのん広場での対話や、松が丘のこうした取

組の中で、自然と社会の課題に触れていくのだと思います。そうした課題を知り、

目の前の課題を乗り越えていこうとする中で、民主主義のベースに触れていくの

だと思います。このお正月、ちょっとこの本を読みながら、これまでの当たり前

であったことを考えなおしてみたいと思います。     （文責：北本） 

カリキュラム・マネジメントマップ学年系
1 年カリキュラム・マネジメントマップ 6 年カリキュラム・マネジメントマップ 

カリキュラム・マネジメントで育つ力 


